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コ
ー
ル
レ
ー
ト
な
ど
の
統
計
を 

毎
日
公
表
し 

「
コ
ー
ル
市
場
」の
円
滑
な
動
き
を
支
え
る

　

日
銀
政
策
委
員
会
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
決

ま
っ
た
金
融
市
場
調
節
方
針
に
基
づ
き
、
公
開
市
場

操
作
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
実
務
を
担
う
市
場
調

節
課
「
調
節
業
務
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
短
期
金
融
市

場
（
注
１
）
に
係
る
統
計
の
作
成
・
公
表
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
調
節
業
務
グ
ル
ー
プ
で
は
、
毎
営
業
日
、『
コ
ー

ル
市
場
関
連
統
計
』
な
ど
短
期
金
融
市
場
に
係
る
統

計
を
五
回
日
銀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま

す
。
日
銀
は
多
く
の
部
署
で
統
計
を
作
成
・
公
表
し

　
「
公
表
し
た
コ
ー
ル
レ
ー
ト
（
コ
ー
ル
市
場
で
の

金
利
）
は
、
翌
日
以
降
の
金
融
機
関
の
市
場
取
引
行

動
に
影
響
を
与
え
た
り
、
他
の
取
引
で
参
照
金
利
に

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
レ
ー
ト

の
算
出
か
ら
公
表
ま
で
は
と
て
も
神
経
を
使
い
ま

す
」

　

コ
ー
ル
市
場
の
取
引
は
、
原
則
午
前
八
時
半
に
始

ま
り
、
取
引
の
大
半
は
午
後
三
時
頃
ま
で
に
行
わ
れ

ま
す
。
調
節
業
務
グ
ル
ー
プ
は
、
取
引
を
仲
介
す
る

短
資
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
コ
ー

ル
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
当
日
の
午
後
五
時
一
五
分
頃

に
「
速
報
値
」
を
、
翌
日
の
午
前
一
〇
時
頃
に
そ
の

後
の
情
報
も
加
味
し
た
「
確
報
値
」
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
時
間
と
の
勝
負
で
す
が
、
間
違
い
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
同
グ
ル
ー
プ
の
元
木
寛
之
さ
ん
は
こ
う
説

明
し
ま
す
。

　
「
コ
ー
ル
レ
ー
ト
の
算
出
と
そ
の
検
算
は
、
三
人

で
順
番
に
行
い
ま
す
。私
は
検
算
を
担
当
し
て
お
り
、

同
じ
デ
ー
タ
を
基
に
最
初
に
計
算
し
た
人
と
は
違
う

計
算
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
初
の
人
と

同
じ
値
に
な
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
登
山
に
例
え
る

て
い
ま
す
が
、
日
々
五
回
も
統
計
を
作
成
・
公
表
す

る
部
署
は
、
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
」
こ
う
話
す
の

は
、
調
節
業
務
グ
ル
ー
プ
長
の
草
野
雄
司
さ
ん
。

　
「
コ
ー
ル
市
場
」
は
、
一
九
〇
二
年
に
最
初
の
取

引
が
成
立
し
た
日
本
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
短
期

金
融
市
場
で
す
。「
コ
ー
ル
」
の
由
来
は
「m

oney 
at call

（
呼
べ
ば
直
ち
に
戻
っ
て
く
る
資
金
）」
か

ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
銀
行
等
の
金
融
機

関
同
士
が
毎
日
の
資
金
を
融
通
（
貸
借
）
し
合
う
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

草
野
さ
ん
は
「
金
融
機
関
の
資
金
繰
り
の
観
点
か

ら
、
コ
ー
ル
市
場
が
円
滑
・
効
率
的
に
動
く
こ
と
は

金
融
市
場
全
体
、
経
済
活
動
全
般
に
と
っ
て
重
要
で

す
」
と
強
調
し
ま
す
。

日
本
銀
行
金
融
市
場
局
　
金
融
市
場
の
整
備
・
育
成
の
仕
事

　
日
本
銀
行
は
、
金
融
市
場
調
節
や
市
場
情
報
の
活
用
を
通
じ
て
金
融
市
場
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
金
融
市
場
そ
の
も
の
の
整
備
─
─
金
融
市
場
の
働
き
を
一
層
効
率
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

幅
広
い
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
目
に
は
見
え
な
い
金
融
市
場
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
時
代
に
合
っ
た

取
引
慣
行
や
制
度
の
見
直
し
を
後
押
し
す
る
仕
事
─
─
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
統
計
の
公
表
・
整
備
や
、
透
明
性
の
向
上
に
向
け
た
国
際
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
手
が
け
て

い
る
金
融
市
場
局
の
活
動
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

金
融
市
場
の
更
な
る
効
率
化
に
向
け
て
、

国
際
交
渉
に
臨
み
、市
場
参
加
者
と
対
話
を
深
め
る
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な
ら
、
別
々
の
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
も
一
つ
し
か
な

い
頂
上
に
達
す
る
か
を
検
証
す
る
の
で
す
」

　

算
出
さ
れ
た
コ
ー
ル
レ
ー
ト
が
三
番
目
に
確
認
す

る
人
に
渡
る
際
、
ま
た
別
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
が

入
り
ま
す
。
草
野
さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
市
場
参
加
者
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
、
資
金
調

達
や
運
用
動
向
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
の
が
同

課
の
『
市
場
調
節
グ
ル
ー
プ
』
で
す
。
私
は
、
そ
の

担
当
者
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
前
日
・
当
日
の
周

辺
情
報
と
、
算
出
さ
れ
た
コ
ー
ル
レ
ー
ト
の
整
合

性
を
確
認
し
ま
す
。『
違
和
感
が
あ
る
』
と
思
え
ば
、

が
あ
り
ま
す
。
レ
ポ
市
場
が
本
格
的
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
六
年
と
、
コ
ー
ル
市
場

に
比
べ
る
と
歴
史
は
浅
い
で
す
が
、
今
で
は
そ
の
取

引
残
高
は
一
〇
〇
兆
円
を
超
え
、
短
期
金
融
市
場
の

取
引
残
高
全
体
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
ま
す
。
市
場

企
画
課
「
市
場
整
備
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
こ
の
レ

ポ
市
場
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の
国
際
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
国
内
外
の
金
融
当
局
や
市
場
参
加
者

と
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
背
景

に
は
、
か
つ
て
米
国
や
欧
州
を
中
心
に
、
証
券
化
商

品
等
を
用
い
た
レ
ポ
取
引
が
拡
大
し
て
い
た
な
か

で
、二
〇
〇
八
年
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、

証
券
化
商
品
の
価
格
下
落
等
に
伴
い
大
き
な
混
乱
を

引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
反
省
か
ら
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、

Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
注
２
）
は
、
レ
ポ
市
場
の
透
明
性
を
高
め

る
た
め
に
「
レ
ポ
市
場
に
お
け
る
取
引
金
額
等
の
詳

細
な
デ
ー
タ
を
、
各
国
当
局
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
レ

ベ
ル
で
収
集
す
る
こ
と
」
を
提
言
し
、
一
五
年
十
一

月
に
は
、
具
体
的
な
対
象
・
項
目
・
方
法
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
に
『
こ
の
数
値
の
動
き
に
つ
な

が
る
よ
う
な
情
報
は
確
認
で
き
る
か
』
と
改
め
て
聞

い
て
い
ま
す
」

　

正
確
な
統
計
の
公
表
に
向
け
、
日
々
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
レ
ポ
市
場
」
の 

透
明
性
を
高
め
る
目
的
で 

デ
ー
タ
収
集
を
強
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

短
期
金
融
市
場
に
は
、
コ
ー
ル
市
場
の
他
に
資
金

と
証
券
と
を
期
間
を
定
め
て
交
換
す
る「
レ
ポ
市
場
」

調節業務グループが毎営業日公表している統計資料（手前の４つがコール市場関連）

（
注�

１
）
短
期
金
融
市
場
は
、
期
間
一
年
以
内
の
金
融
取
引
が
行

わ
れ
る
市
場
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
一
年
超
の
金
融
取
引
が

行
わ
れ
る
市
場
は
、
長
期
金
融
市
場
と
呼
ば
れ
ま
す
。

（
注�

２
）
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（Financial�Stability�Board

）=

金
融
安

定
理
事
会
。
国
際
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
対
応
や
金

融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
担
う
当
局
間
の
協
調
促
進
に
向
け
た

活
動
を
行
う
組
織
。
二
〇
一
七
年
末
時
点
で
、
主
要
二
五
カ

国
・
地
域
の
中
央
銀
行
、
金
融
監
督
当
局
、
財
務
省
、
主
要

な
基
準
策
定
主
体
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）、世
界
銀
行
、

Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済
銀
行
）、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
等
の
代
表
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

（％）

最  低

最  高

平  均

最  低

最  高

平  均

翌日物・Ｏ／Ｎ

････

-0.080

0.001

-0.050

Ｔ
／

Ｎ

････

0.000

Ｓ
／

Ｎ

････

････

２     日

････

････

３     日

････

････

４     日

････

････

５     日

････

････

６     日

････

････

１
週

間

････

-0.035

0.180

-0.019

２
週

間

････

0.000

0.110

0.044

３
週

間

････

････

１
か

月

････

-0.030

２
か

月

････

････

３
か

月

････

････

４
か

月

････

････

５
か

月

････

････

６
か

月

････

････

７
か

月

････

････

８
か

月

････

････

９
か

月

････

････

１
０

か
月

････

････

１
１

か
月

････

････

１
２

か
月

････

････

2018
年

1
月

31
日

日
本

銀
行

金
融

市
場

局

コール市場関連統計(速報)
有担保コールレート

無担保コールレート

コール市場関連統計 (確報)

（％）

有担保コールレート 無担保コールレート

当   日   ス   タ  ー  ト 先 日 付 ス タ ー ト 当   日   ス   タ  ー  ト 先 日 付 ス タ ー ト

最 低 最 高 平 均 最 低 最 高 平 均 最 低 最 高 平 均 最 低 最 高 平 均

翌 日 物 ・ Ｏ ／ Ｎ -0.080 0.001 -0.050

Ｔ ／ Ｎ 0.000 0.000 0.000

Ｓ ／ Ｎ

２ 日

３ 日

４ 日

５ 日

６ 日

１ 週 間 -0.035 -0.030 -0.033 -0.030 0.180 0.011

２ 週 間 0.000 0.110 0.044

３ 週 間

１ か 月 -0.030 -0.030 -0.030

２ か 月

３ か 月

４ か 月

５ か 月

６ か 月

７ か 月

８ か 月

９ か 月

１ ０ か 月

１ １ か 月

１ ２ か 月

　 （億 円）

全市場

コール市場残高 96,482

有 担 保 23,049

無 担 保 73,433

日 本 銀 行
2018 年 1 月 31 日

金 融 市 場 局
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決
定
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
収
集
の
実
務
的

な
検
討
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
内
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
専
門
家
グ
ル
ー
プ
に
は
、
市
場
整
備

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、
議
論
を
リ
ー

ド
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、国
際
的
な
検
討
と
同
時
に
、

国
内
に
お
け
る
金
融
機
関
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
や
シ

ス
テ
ム
構
築
も
着
実
に
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
デ
ー
タ
収
集
は
、
金
融
庁
と
日
銀
が
共

同
で
実
施
し
ま
す
が
、
集
計
と
Ｆ
Ｓ
Ｂ
へ
の
送
付
と

い
っ
た
実
務
は
日
銀
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

受
け
る
デ
ー
タ
量
は
、
取
引
量
の
多
い
先
だ
と
、
一

先
・
一
カ
月
当
た
り
一
〇
〇
万
件
程
度
あ
り
ま
す
。

報
告
先
は
五
十
数
先
な
の
で
、
単
純
計
算
で
は
デ
ー

タ
件
数
は
五
〇
〇
〇
万
件
を
超
え
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
扱
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

は
日
銀
で
は
初
め
て
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
の
正
確
性

を
損
な
わ
な
い
た
め
に
、
適
切
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が

何
よ
り
も
重
要
で
す
」

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
内
外
の
金
融
当
局
や

市
場
参
加
者
と
の
調
整
に
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
構
築

を
担
う
関
係
部
署
等
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
初
め
て

実
現
で
き
ま
す
。
山
崎
さ
ん
は
「
関
係
者
す
べ
て
が

チ
ー
ム
の
一
員
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆
で
議
論
し
、

各
々
が
確
実
に
対
応
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
丁
寧

に
企
画
・
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

世
界
一
六
の
中
央
銀
行
と 

市
場
参
加
者
に
よ
る 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
外
為
行
動
規
範
」
の
策
定

　

外
国
為
替
市
場
（
以
下
、
外
為
市
場
）
で
も
公
正

性
や
透
明
性
を
強
化
す
べ
き
と
の
認
識
が
広
が
り
、

レ
ポ
市
場
と
同
様
に
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
外
為
市
場
は
、
銀
行
の
み
な
ら
ず
輸
出

入
企
業
や
資
産
運
用
会
社
な
ど
多
様
な
市
場
参
加
者

が
取
引
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
国
・
地
域
の
外
為

市
場
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
慣
行
が
存
在
し
、

そ
の
責
務
は
重
大
で
す
」
と
話
す
の
は
、
同
グ
ル
ー

プ
の
山
崎
さ
や
か
さ
ん
。

　

一
九
年
初
に
は
デ
ー
タ
収
集
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
デ
ー
タ
を
報
告
し
て
も
ら
う

市
場
参
加
者
を
一
七
年
に
選
定
し
ま
し
た
。
同
グ

ル
ー
プ
の
髙
木
健
司
さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
幅
広
い
業
態
の
一
三
〇
〇
以
上
の
市
場
参
加
者

に
取
引
量
調
査
を
お
願
い
し
、
取
引
全
体
の
九
五
％

を
占
め
る
上
位
五
十
数
先
を
報
告
先
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。報
告
先
か
ら
は
、日
々
の
詳
細
な
取
引
デ
ー

タ
を
毎
月
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
負
担
が
大
き
い
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性

を
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

市
場
整
備
グ
ル
ー
プ
で
は
、
金
融
庁
と
合
同
で

デ
ー
タ
の
報
告
先
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
ほ
か
、
日
銀
本
店
で
「
レ
ポ
市
場
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
随
時
開
催
し
、
こ
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
新

の
状
況
を
市
場
参
加
者
と
情
報
共
有
・
議
論
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
鍵
と
な
る
の
が
、シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。

シ
ス
テ
ム
構
築
は
、
国
際
的
な
議
論
や
市
場
参
加
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
決
ま
っ
た
内
容

を
「
形
に
す
る
」
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

　

総
務
課
「
総
務
グ
ル
ー
プ
」
で
シ
ス
テ
ム
構
築
の

作
業
を
長
年
担
当
し
て
き
た
大
倉
真
奈
美
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ
ま
で
に

経
験
の
な
い
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。「
過
去
の
テ
ス

ト
デ
ー
タ
か
ら
推
計
す
る
と
、
報
告
先
か
ら
提
供
を

レポ市場フォーラムの様子（撮影：野瀬勝一）
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そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
市
場
参
加
者
が
自
主
的
に
遵

守
す
べ
き
行
動
規
範
が
策
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
外
為
市
場
の
指
標
レ
ー

ト
を
め
ぐ
る
不
正
行
為
等
が
発
覚
し
た
こ
と
が
契
機

と
な
っ
て
、
外
為
市
場
の
公
正
性
の
強
化
の
観
点
か

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
統
一
さ
れ
た
行
動
規
範
を
策
定
し

よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

一
七
年
五
月
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
外
為
行
動
規
範
」

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決

済
銀
行
）
の
作
業
部
会
が
約
二
年
を
か
け
て
策
定
し

た
も
の
で
す
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
あ
る
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル

で
の
国
際
会
議
に
継
続
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
そ
の

策
定
過
程
に
関
わ
っ
た
為
替
課
の
藤
原
正
雄
さ
ん
は

「
日
銀
を
含
む
世
界
一
六
の
中
央
銀
行
の
ス
タ
ッ
フ

が
二
カ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
集
い
、
四
〇
名
を
超

え
る
民
間
専
門
家
の
方
々
と
も
協
力
し
て
、
膝
詰
め

の
国
際
的
議
論
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で

は
、
世
界
中
の
市
場
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
万

件
以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
考
慮
す
る
な
ど
、
外
為
市
場

の
現
実
を
踏
ま
え
た
行
動
規
範
と
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
行
動
規
範
を
グ
ロ
ー
バ

ル
に
よ
り
適
切
な
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
東
京
の

外
為
市
場
参
加
者
の
方
々
に
と
っ
て
も
使
い
や
す
い

も
の
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
世
界
の
中
央
銀
行

や
東
京
の
市
場
参
加
者
の
方
々
と
議
論
を
重
ね
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
外
為
行
動
規
範
」
は
、
外
為
取
引

の
売
り
手
（
銀
行
等
）
だ
け
で
な
く
、
買
い
手
（
顧

に
委
縮
さ
せ
な
い
こ
と
も
大
事
で
す
。
禁
止
事
項
だ

け
を
並
べ
立
て
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
行
為
に

『
◯
』
印
を
つ
け
て
例
示
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
狙

い
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。
実
は
、こ
の
例
示
集
は
、

東
京
外
為
市
場
委
員
会
の
行
動
規
範
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
す
」（
藤

原
さ
ん
）

　

法
律
や
規
則
で
は
な
い
行
動
規
範
が
効
果
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
自
主
的
な
遵
守
の
輪
が
幅
広
い
市

場
参
加
者
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
為
替
課
で
は
、
東
京
外
為
市
場
委

員
会
と
協
力
し
て
市
場
参
加
者
向
け
説
明
会
を
一
〇

回
近
く
開
催
す
る
な
ど
、
行
動
規
範
の
認
知
度
の
向

上
と
遵
守
促
進
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
日
本
で
も
、
す
で
に
金
融
機
関
な

ど
の
一
〇
を
超
え
る
市
場
参
加
者
が
遵
守
意
思
を
表

明
し
て
い
ま
す
。
日
銀
に
お
い
て
も
、
関
係
部
署
が

協
力
し
て
、
日
銀
自
身
の
外
為
業
務
が
行
動
規
範
の

原
則
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
一
月
末
に
遵
守
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
行
動
規
範
の
公
表
に
伴
っ
て
新
た
に
設
立
さ
れ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
外
為
市
場
委
員
会
や
、
東
京
外
為
市

場
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
海
外
の
中
央
銀
行
や

国
内
外
の
市
場
参
加
者
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、

外
為
市
場
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

客
）
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
①
倫
理 

②
ガ
バ

ナ
ン
ス 

③
取
引
執
行 
④
情
報
共
有 

⑤
リ
ス
ク
管

理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス 
⑥
取
引
確
認
と
決
済
の

六
章
構
成
で
、全
部
で
五
五
の
原
則
か
ら
成
り
ま
す
。

こ
れ
に
外
為
市
場
で
許
容
さ
れ
る
行
為
と
さ
れ
な
い

行
為
の
具
体
例
を
◯
×
形
式
で
示
し
た
「
具
体
的
な

例
示
」
が
付
属
書
と
し
て
続
き
ま
す
。

　
「
外
為
市
場
の
自
主
的
な
規
律
付
け
を
強
め
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
も
、
市
場
参
加
者
の
行
動
を
過
度 グローバル外為行動規範に関する説明会の様子（撮影：野瀬勝一）


